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紙面から 2面/神沢利子さんと三鷹市とのつながり/学園長インタビュー（おおさわ
学園）/周年事業開催 おめでとうございます！/朝の時間帯の小学校を開放していま
す/川上郷自然の村のご案内

教
育
委
員
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し
て

教育委員会　委員

野
の

村
む ら

　幸
こ う

史
じ

令
和
５
年
10
月
１
日
付
け
で
教
育
委
員
を
拝
命
し
た

野
村
幸
史
で
す
。
そ
の
職
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
し
て
い
ま
す
。
40
年
余
に
わ
た
り
医
療
を
通
じ
て
三

鷹
市
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
に
育
ま
れ

た
三
鷹
市
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
培
っ
て
き
た
地
域
社
会

の
連
携
・
協
力
に
対
す
る
知
見
な
ど
が
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
医
療
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
と
地
域
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
く
、
医
療
を
医
療
機
関
と
医
療
者
だ
け
で
完
結
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

概
念
が
示
す
よ
う
に
、
様
々
な
地
域
活
動
と
の
連
携
・

協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

三
鷹
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
下
水
道
普
及
率

1
0
0
%
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
に
取
り
組
ん
で
き
た

歴
史
を
有
し
、
展
開
中
の
小
・
中
一
貫
教
育
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
三
鷹
市
の
取
り
組
み
に
共
感
し
、

災
害
時
医
療
な
ど
に
即
応
す
る
目
的
で
、
そ
れ
ま
で
９

つ
だ
っ
た
医
師
会
の
区
割
り
を
７
つ
の
住
区
に
合
わ
せ

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

の
到
来
は
そ
の
基
盤
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
４
年
版
厚
生
労
働
白
書
の
冒
頭
に「
現
役
世
代

が
急
減
し
て
い
く
時
代
を
迎
え
る
準
備
が
で
き
て
い
る

か
」と
あ
り
ま
す
が
、
医
療
や
福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
、

ま
た
地
方
で
な
く
て
も
、
現
に
営
ま
れ
て
い
る
多
く
の

活
動
・
事
業
は
、
教
育
も
含
め
て
連
携
・
協
力
し
な
け

れ
ば
立
ち
行
か
な
い
時
代
に
突
入
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
社
会
の
連
携
・
協
力
の
あ
り
方
の
視
点
に
立
っ

て
、
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
野
村
幸
史
氏
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
付
け
で
三
鷹
市
教

育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

【
略
歴
】昭
和
59
年
に
医
療
法
人
財
団
慈
生
会
野
村
病
院
理
事

長
・
病
院
長
に
就
任
し
、
現
在
も
理
事
長
を
務
め
る
。
三
鷹
市

医
師
会
会
長
、東
京
都
医
師
会
病
院
委
員
会
委
員
長
、三
鷹
市

社
会
福
祉
事
業
団
副
理
事
長
、
三
鷹
市
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
、
三
鷹
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
協
議
会
委
員
。

教育研究協力校

おおさわ学園（第七中・大沢台小・羽沢小） 
地域資源の活用を通して
おおさわ学園では、令和４・５年度にわたり「主体的・対話的で深い学びの実
現～地域資源の活用を通して～」を研究主題とした教育実践に取り組んでき
ました。
11月１日の研究発表会では、小学校と中学校でそれぞれ研究授業を行い、
10の分科会からこれまでの研究の取り組みについて発表を行いました。小学
校の研究授業では、児童が日本の歴史を自分事として考えることができるよう、
地域のわさび田と江戸の文化を関連付けた社会科の学習が行われました。ま
た、中学校の研究授業では、SDGsに対する理解を深めることをねらいとして、
地域の食材を使用した手打ちそば作りの実習が行われました。分科会では、地
域資源を最大限に活かした様々な取り組みについて発表を行いました。
今後は、おおさわ学園の研究成果を市内小・中学校でも共有し、地域学習

のさらなる推進に活かしていきます。

教育研究奨励校

鷹南学園第五中学校 
学びに向かう力を育てる
第五中学校では、「『児童・生徒の学力向上を図るための調査』結果を生かした授業改

善」を研究主題に３年間の研究を進めてきました。「全国学力・学習状況調査」と「児童・
生徒の学力向上を図るための調査」（東京都）の結果を分析し、生徒の課題を明確にし
たうえで、教員が生徒の課題を解決する力の育成を目指した授業改善の研究を行いま
した。生徒の学びに向かう力につながる「思考力、
判断力、表現力等」を育むための指導方法を工夫
し、生徒が積極的に自分の考えを他者に伝え、関
わりから学ぼうとする力の育成を図りました。
12月７日には東京都の全地区の教員代表を集
めた報告会を行い、「子どもたちの思考力を引き出
す言葉を意識して発問をすることができた」と
いった研究の成果を振り返ることができました。

株式会社探究学舎との共同研究

全市立小・中学校

子どもたちの
探究心を育てる
令和３年度から、全市立小・中学校で「地域資

源を活用した学び・地域での学びの充実」を図る
ため、株式会社探究学舎と共同研究を進め、子
どもたちの「どうして？」「もっと知りたい！」と
いった気持ちを引き出し、自ら進んで学ぶ姿勢
を重視する「探究的な学び」の視点を取り入れた
授業づくりを目指してきました。
２月３日（土）には「探究カンファレンスin三
鷹」を開催（会場：第三小学校　午前9時から）し、
これまでの授業研究の成果を発表します。参加
申し込みは各校から配布されるチラシをご覧い
ただくか、指導課（☎︎29-9819）へお問い合わせ
ください。ぜひ皆様にも授業に参加していただ
き、学ぶことの楽しさを体験してください。

研究主題に迫る授業実践

地域の農園でのブルーベリー収穫体験

収穫したブルーベリーを使った調理実習

市立小・中学校では、子どもたちの学びに向
かう意欲や望ましい学習・生活習慣を育てるた
め、各校の教員が日々指導方法の工夫や改善に
取り組んでいます。今回はその中で、令和５年
度に各校で行った研究の取り組みを紹介します。
⇨指導課☎29-9819

市立小・中学校における
教育研究の取り組み

～子どもたちの意欲を育てる～

食育研究指定校

育てる楽しさ、食べる喜び
にしみたか学園と東三鷹学園では、子どもたちが食に関する正しい知識と望ま

しい食習慣を身に付けることを目指し、様々な食育の取り組みを進めています。
例えば、栄養士が作成する「給食だより」の中で、給食の食材として使われて

いる三鷹産野菜に関する豆知識を紹介するなど、食材や献立への興味関心を引
き出しています。また、生活科や総合的な学習の時間の授業では、地域の農園
で野菜や果物の収穫体験を実施し、農家の方々と交流しながら育てる楽しさや
食べる喜びを体感する場を設けています。
第二中学校では、１年生が地域の農園でブルーベリーの収穫体験を行いまし

た。収穫したブルーベリーは、家庭科の調理実習でスムージーと蒸しパンの材
料にしておいしくいただきました。第六中学校では、「栄養満点！私が考える六
中定食」と題し、生徒たちが三鷹産野菜を使用した栄養バランスの良い定食の献
立を考え、生徒・教職員・保護者が投票するコンテストを行いました。選ばれた
献立は、実際に給食のメニューとして提供されます。
今後も、子どもたちが育てる楽しさや食べる喜びを実感する機会を増やし、望

ましい食習慣を身に付けたり、地産地消への意識を高めることができるよう、食
育を推進していきます。

にしみたか学園（第二中・第二小・井口小）、東三鷹学園（第六中・第一小・北野小）
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紹介したホームページなどは、記事内の二次元コードからもアクセスできます。

豊かな地域資源の中で子どもたちは伸び伸びと育つ
おおさわ学園の一番の特徴は、大沢地域の豊富な地域資源を活用した学校活動

です。大沢地域は都内でありながら、野川や野川沿いの“はけ”、ほたるの里やわ
さび田など豊かな自然や、水車経営農家、古民家、歴史ある寺社仏閣など多様な
文化施設があります。野川での校外学習やほたるの里・三鷹村での田植え・稲刈

り、わさび田での植え付け体験、文化施
設を活用した歴史学習など、豊かな地域
資源を様々な学校活動に取り入れるこ
とで、おおさわ学園の子どもたちは伸び
伸びと育っています。おおさわ学園を卒
業してから、これらの経験がおおさわ学
園独自の貴重なものだったと実感する子
どもたちがたくさんいます。

国立天文台との連携
地域資源を活用した学校活動の中でも特筆すべ

きは、国立天文台との連携です。国立天文台の歴
史ある施設の見学をはじめ、PCソフト「Mitaka」
を用いた科学学習、敷地内の竹林を活用した竹細
工の製作体験やたけのこ収穫体験など様々な学校
活動に国立天文台のご協力をいただいています。
また、12月には第七中学校で国立天文台職員に
よる星空観望会が行われていますが、中学生の中
には「星のソムリエ」の有資格者もおり、星が好き
な子どもが多いことも天文に触れる機会に恵まれ
たおおさわ学園の特徴です。

地域の支えの中で育つボランティア精神
上述の事例のほかにも、学校農園での地域の農家の方々の協力、国際基督教大

学の先生による授業や学生ボランティアなど、学校活動の様々な場面で多くの地
域の方々に関わっていただいています。地域の方々のご支援をいただくことで、子
どもたちの幅広い興味・関心が育つとともにボランティア精神が育まれ、小・中９
年間を過ごす中で子どもたちは地域で支援される側から支援する側へと成長します。

田植え・稲刈り体験では中学生が一般参加者への指導役として活躍したり、大
沢の里秋祭りでは古本市での販売や手作りジャムを使ったクレープの販売、美術
部によるアーチ製作で参加したりするなど、子どもたちは地域の活動に楽しみな
がら積極的に関わっています。多くの卒業生が大人になってからボランティアに
参加してくれるのも、おおさわ学園で培ったボランティア精神の賜物と言えるで
しょう。

地域の支えの中で伸び伸びと育った子どもたちが新たな担い手として大沢地域
を支えていく、そんな良い循環が続くよう、これからも地域とともに子どもたち
を育てたいと考えています。

学園長に

聞く！
学園長に

聞く！

ほたるの里・三鷹村での稲刈り体験

国立天文台での小・中交流

勝
かつ

野
の

 能
よし

光
みつ

学園長
（第七中学校長）

令和5年11月から、子どもたちの居場所づくりの一環として、朝
早く登校する児童のために、全市立小学校15校で、冬休みなどの学
校休業日を除く平日の朝7時30分に校門を開けて、校庭などで過ご
すことができるようにしました。

※シルバー人材センターの方が
見守りを行っています（1校につ
き2人）。
※実施日は、学校行事などによ
り変更することがあります。
� ⇨総務課☎29-9811

三鷹市川上郷自然の村
〒384-1406 
長野県南佐久郡川上村大字原591番362
☎0267-97-3206 0267-97-3207 

http://www.sizennomura.jp/

宿泊の
問合せ

JRをご利用の方は、
最寄駅（信濃川上駅）
まで車で送迎します。
宿泊申し込みの際にご
予約ください。

川上郷自然の村は、高原野菜の産地として有名な長野
県川上村にある校外学習施設です。小・中学校の自然教
室で使用しない期間は、保養施設として広く一般の方に
ご利用いただいています。標高約1,500ｍの高地に位置
し、近隣のスキー場や野辺山・清里エリアの観光スポッ
トへのアクセスも良好です。ご家族・ご友人とのご旅行
に、スポーツ合宿や研修に、ぜひご利用ください。

【宿泊料金】大人3,700円から、小学生2,500円から（1泊2食付き）
宿泊希望日の3日前までに、電話（午前8時30分～午後7時30分）・
FAX・川上郷自然の村ホームページでお申し込みください。

川上郷自然の村のご案内

「おおさわ学園」
自慢の取り組み

おおさわ学園
（第七中、大沢台小、羽沢小）

朝の時間帯の小学校を開放しています

三鷹の森学園
第三中学校
開校
70周年

連雀学園
第六小学校
開校
70周年

鷹南学園
東台小学校
開校
50周年

にしみたか学園
第二中学校
開校
70周年

おめでとうございます！周年事業開催祝

三鷹市立図書館では、三鷹ゆかりの児童文学作家　神沢利子（かん
ざわとしこ）さんが令和6年１月に100歳のお誕生日を迎えることから、
神沢さんのこれまでの功績を広くご紹介する「神沢利子さんおめでと
う100歳記念事業」を行っており、2月4日㈰まで企画展「北と星とい
のちと〜同じうたをうたい続けて〜」を開催しています。

（会場：三鷹市芸術文化センター地下1階第4展示室、
詳細は三鷹市立図書館ホームページをご覧ください。）

昭和44年に三鷹市に転居した神沢さんは、同年に代表作「く
まの子ウーフ」「ふらいぱんじいさん」を出版。数々の作品は三
鷹の地で生まれました。

平成18年に市民協働事業として開催した2つの展覧会が契
機となり、平成24年に三鷹図書館（本館）で「おめでとう88歳 
文も絵も神沢利子展」を開催しました。

平成29年には、神沢さんから三鷹市に直筆の原稿や創作メモ
などの資料が寄贈され、寄贈特別展「神沢利子さんのおくりも
の」を開催し、翌年三鷹図書館（本館）に神沢さんの作品を集め
た「くまの子ウーフコーナー」を設置しました。

神沢さんはこれまでも、三鷹市立図書館で子どもたちに「くまの子
ウーフ」などのおはなしを読んでくださいました。一人ひとりに対し
て語りかける神沢さんの語りは、聞き手を作品の世界に引き込んで

いました。
三鷹市立図書館では今後

も、展示やおはなし会を通し
て、神沢さんの作品の魅力、
言葉に込められた思いを発信
する機会を提供していきます。

⇨三鷹図書館（本館）
☎43-9151

読み聞かせをする神沢利子さん（平成30年）

三鷹ゆかりの児童文学作家
神沢利子さんと三鷹市とのつながり

これからも地域とともに歩む学校を目指していきます。

にしみたか学園
第二小学校
開校

130周年

朝開放の様子
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